
 

 

 

 

 

 

第５1 回 

○場 所：ふれあいサロン 

○時 期：令和２年11 月18日 19：00～2１：00 

○参加者：委員4 名 一般 1名 行政 5名  

 

第１ 村長あいさつ 

   委員の皆さんがこのように出席・活動してくださる熱意、地域づくりのエ

ネルギーを地域のみなさんに伝播できればと思います。 

近頃、涙もろくなりました。先日、村の上映会で「海難 1890」を観て涙

しました。自身の仕事と通じるものがあり、「人間愛」「信念」「信じる心」

の大切さを痛感しました。また、清流プラザで東白川村歌舞伎保存会によ

る公演でも、とても感動しました。 

本日も、いくつもの会議や打合せに出席しましたが、どの会議でも「コロ

ナ」という言葉がでてきます。「交流事業」から「普段の生活」まで、し

っかりとした対応と予防を行っていきましょう。 

今年の国勢調査では、村の人口は 2017 人でした。5 年で約 250 人減少

したことになります。人口 2000 人が「ターニングポイント」と考えてい

ますので、今後 5 年間の移住定住を中心とした事業が重要となります。 

 

第 2 「集落あるもの探し～下野～」について 

１ 内容 

   ・開 催 日：11 月 14 日（土）12 時～15 時  

   ・集  落：下野 

   ・集合場所：安江力男さん宅 

東白川村 

美しい村づくり 

委員会 



   ・案 内 役：安江力男さん（82 歳） 

   ・インタビュイー：熊崎すすむさん（90 歳） 

   ・参 加 者：2 名（事務局のみ） 

   ・動画記録実施（録画：居石、編集：樋口） 

   ・記録動画（16 分）にて報告 

  ２ 感想 

   （１）樋口（事務局） 

    動画の可能性を強く感じた。お話しされた内容も書き起こすことが可

能となったので、今回は書き起こしを行う予定です。 

   （２）居石（事務局） 

下野は見えている集落に多くの家があるという印象でしたが、昔はそ

こに田んぼがあり、桑畑や茶畑、そして今はヒノキ、杉が植えられて

いる。今は人があまり入っていないが、昔の人たちの生活がそこにあ

った形跡があった。力男さんの目には、今の姿と昔の姿がそこにあり、

そのエピソードを語ってもらった。貴重なこのエピソードを聞けたこ

とは本当に貴重であった。また、誰かにも語り継いでいきたいと個人

的に思いました。（居石） 

 3 次回について 

   次回は中通を予定。開催時期は 11 月末 12 月初旬を予定。 

 

第 3 移住者サポートについて 

   村づくりにおいて、移住定住・移住者へのサポート（世話役）を官民協働

で活動する重要性を委員会で共有しており、「移住定住交流」は委員会に

おいて重要なミッションとして動き始めました。今回は、令和３年 1 月３

１日に開催予定の「空き家片付けと交流会」実施に向けた話し合いを行い

ました。 

 １ 企画説明「東白川つながるプロジェクト」 

   東白川村移住定住担当の高野さんより企画案の説明を受けました。 



 ２ 意見等 

  （１）目的はなんですか？（房国さん） 

  （２）つながり作りです。少数の参加者で、継続性がありアットホーム感を

大切にしたいと考えています。（高野さん） 

  （３）イベントの型をゆるめる方が参加しやすいし、興ざめしない。 

   出入り自由や別行動など柔軟な対応が必要。自己紹介タイムの設定な

どは、いらないと思う。（房国さん） 

  （４）片付け物件が大明神地区なので、交流場所は子護神社でよいのでは。 

     料理は 1 品くらいで良い。基本、参加者持寄りで良い。（房国さん） 

  （５）もてなし料理の例：もちつき、おにぎり、豚汁、けいちゃん、五平餅。 

  （６）楽しいイベントにしましょう。移住希望者の要望に柔軟に対応しまし

ょう。（笹俣さん） 

  （７）怪我等は参加者の個人責任とします。（事務局） 

  （８）役場主催だが、ネーミングはやわらかなものがよい。（村長） 

  （９）主催者のネーミング例：つながるナビ×美しい村づくり委員会など。 

  （10）参加費は無料で対応できるよう事務局が予算面で対応します。 

  （11）参加者集合場所は道の駅とします。 

  （12）委員の小林さんに直接イベント協力の依頼に事務局が伺う予定。 

     地域の方への声かけについても、小林さんに相談します。（事務局） 

 ３ 確認事項 

   移住定住サポートは委員会の重要な取組みとします。定期委員会や集落

あるもの探しと同じ位置づけです。官民協働として、行政の得意分野と住

民（委員）の得意分野を活かしあって、移住定住サポートを行っていきま

す。移住定住サポートの仲間づくりをしましょう。（事務局） 

 

第４ 分科会の近況報告 

委員会は、分科会方式を採用しています。 

   現在１つの分科会があります。 



 １ 上校舎（廃校となった木造校舎） 

  （１）現在未活動。この活動を移住交流イベントに渡したい。（房国さん） 

（２）親和性が高いと思うので、移住交流イベントへの移行を検討します。

（事務局） 

 

第５ 私の近況報告 

 １ 房国さん 

  （１）「forenta」という山レンタル事業をはじめました。コンセプトは「自

由にワイルドキャンプ」。レンタル数を 9 区画から始めましたが、エ

ントリー数が 200 件を超えたので 17 区画に増やしました。エントリ

ーは愛知県や岐阜県の方が多いです。多くのメディアに取り上げられ

ました。特にメディアリリースサイト「PR タイムス」の効果が大き

かったです。「forenta」の HP 制作は村移住者が事業主の「ツチノコ

テクノロジー」にお願いしました。（「forenta」の HP 画面をプロジェ

クターに映しながら説明をしました。） 

 ２ 早勢さん 

  （１）つちのこスタンプラリー実施中です。 

  （２）売れる商品を作りたい！ 

  （３）カフェ味彩で食パン開発をしてきましたが、味彩では難しい状況とな

りました。 

  （４）本日、企画書を持ってきました！「美しい村連合」PB 商品開発です。 

   連合のスケールメリットを強みに企画しました。 

  （５）難しいですが、ニーズをしっかり探ったほうが良い。（房国） 

  （６）連合担当者なので、企画について後日お話しを伺います。（樋口） 

 ３ 笹俣さん 

  （１）五加地区に紅葉ゾーンにしたいエリア（通り）を見つけました。診療

所付近ですが、紅葉に覆われた遊歩道にし、主要道路を走る車窓から

も楽しむことができます。 



  （２）中川原水辺公園の駐車場で車中泊サービスを始めると人が集まると思

う。近年、車中泊が人気です。またそのようなスポットには温泉があり

ます。村内では、2 箇所温泉が出る場所があるといわれています 

 ４ 長谷川さん 

  （１）友人が村に移住することになりました。他の友人も村に住みたいと家

を探しています。遊びに来る多くの友人は、村の星空に感動していま

す。 

  （２）最近、村でも太陽光パネルが増え、散歩道にも設置されました。 

     村でも美しい景観が失われています。 

  （３）新作の自主制作 CD販売中です！ 

 ５ 永井さん 

  （１）移住者の特集で、ラジオに電話で生出演しました。移住先の東白川村

の星空がきれいだと話したところ、ラジオ局に村に行きたいとの反響

が寄せられました。 

  （２）経営している「ツチノコテクノロジー」の社名が取引先との会話から

も反響があります。東白川村の PRになっています。グッズもつくる

予定です。 

 

【次 回】 １2月１８日（金） １９時~21時  場所：ふれあいサロン 

 

 

以下、写真 

 

 



 


